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日　時
：平成28年１０月３１日（月）1６:00～１８:１０
場　所
：國民會館　１２階 大ホール
出席者　：堀会長・綾委員・石田委員・大石委員・下村委員・曽和委員・多々納委員・田中委員・福田委員　計９名（欠席：田中丸委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 番川水系河川整備計画について
○番川水系河川整備計画（素案）については、本日の内容にて了承。住民意見聴取などの手続きに進むこと。
○番川水系河川整備基本方針（素案）については、前回までの審議をもって答申とする。
(2) 男里川水系河川整備基本方針及び河川整備計画について
＜男里川水系河川整備基本方針について＞

○男里川水系河川整備基本方針（素案）については、本日の内容にて了承。本日までの審議をもって答申とする。
＜男里川水系河川整備計画について＞

○男里川水系河川整備計画（参考資料）P.37などの氾濫解析結果の浸水深図について、支川も含めた浸水の有無が分かるように補足説明を追記すること。
○男里川水系の特徴である河口部の干潟環境を維持する取組みに関して、モニタリングや上流の土砂供給に関することなど、30年間で行う内容について具体的な記載を追記すること。
●男里川水系河川整備計画P.18の「河川環境の整備と保全」において、干潟環境の維持に向けた取組みを追記する。
○男里川水系河川整備計画（素案）については、上記内容の修正を条件に、本日の内容にて了承。修正の確認後、住民意見聴取などの手続きに進むこと。
(3) 神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について
○時間雨量80ミリ程度の雨が降った際に危険度Ⅲが残るため、当該箇所に対してソフト対策も含めた具体的な実施内容を河川整備計画の本文に記載すること。あわせて、時間雨量80ミリ程度の雨が降った際に危険度Ⅲが残ることについて関係市や地域住民に知っていただけるような方策を検討すること。
●これらの地区に対して避難行動につなげてもらえるように、例えば河川カメラの設置などの取組みを進めている。引き続き、市とともに地域への取組みを行うとともに、取組み内容を整備計画に反映する。

○不動産事業者や市の開発部局等への洪水リスク情報の周知について、引き続き努めること。
○当該地点の堤防の法面を保護するために、補強することなどは考えられないか。
●現在、国で進めている危機管理型ハード対策としての堤防天端の舗装については、当該箇所では公道として占用していることから実質対応しているが、堤防の補強について引き続き検討する。

○防災調節池はすべて完成済みのものか。また、防災調節池の位置付け、担保についてはどのようになっているのか。
●上流部の2号と3号の調節池については、完成していない。位置付けについては、国際文化公園都市の開発にあたり、開発者と協定を結んでおり、恒久調節池としての設置を担保している。
○開発及び恒久調節池の設置が完了していない地域については、開発の有無による河川計画への影響を確認するため、開発の見込みや、開発及び恒久調節池の有無による流量の評価を行うこと。
○神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について、恒久調節池の進捗状況を踏まえた評価を行ったうえで、次回以降、継続審議とする。
番川水系河川整備計画について


・河川整備計画（素案）について、住民意見聴取に進むこと。


・なお、河川整備基本方針（素案）については、前回までの審議をもって答申とする。


男里川水系河川整備基本方針及び河川整備計画について


・河川整備基本方針（素案）について了承。本日までの審議をもって答申とする。


・河川整備計画（素案）について、委員の意見を踏まえて修正を行い、住民意見聴取に進むこと。


神崎川ブロック（茨木川、佐保川、勝尾寺川）における当面の治水目標及び治水手法について


・恒久調節池の進捗状況を踏まえた評価を行ったうえで、次回以降、継続審議とする。
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